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憲法Ⅰ 人権

最近，安保法制，憲法改正，放送法を巡る議論など，かつてないほどに憲法への関心が高
まっています。本書は，そうした憲法の「今」を，主に初めて憲法を学ぶ方に伝えるため，
近年ダイナミックな展開をみせる最高裁判例に重点を置いて書かれました。ときに判例のい

わんとしていることを深く掘り下げながら，基礎的な理論をわかりやすく伝える叙述は，たとえ憲法を
一通り学んだことのある方にも，新たな発見をもたらすことでしょう。
　人権の享有主体性や私人間効力論などの，いわゆる人権総論については，個別の人権を学んだあとの
ほうが具体的なイメージをもてると考えられたため，最終章として配置されています。また，プライバ
シー権について独立の章（第 2編第 4章）としたことも，本書の特徴の一つです。
　憲法を学んだといえるためには，「何かおかしいぞ」と感じる気持ちを憲法的に考え，表現できるこ
とが必要だと思います。本書を通じて，読者の方にそのような力が身に付くことを願っています。
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身近な話題から説き起こすようにしています。


